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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、アラブ首長国連邦のドバイで働く 2つの民族集団の海外出稼ぎの経験とアイデンテ
ィティの再編を比較検討した。その結果、ドバイでは職場や公共空間などにおけるフィリピン
人同士の日常的な交流活動を通じて「フィリピン人」としてのアイデンティティが強まる傾向
がみられる一方、階層や宗教が異なる場合は交流の機会が限定的であることが明らかとなった。
特に、本国における社会経済的状況に大きな差があるムスリムの女性家事労働者とそれ以外の
フィリピン人の交流が最も少なかった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study looked into experiences of Filipinos working in Dubai, United Arab Emirates, 
and compared identity reconstruction between two ethnolinguistic groups, namely 
Christians from the Eastern Visayas and Muslims from the South-Western Mindanao. It argued 
that, through everyday contacts in this global city, their identity as “Filipinos” was 
likely to be strengthened, although sometimes class and religious differences may lessen 
such contacts. Contacts between Christian Filipinos and Muslim Filipina domestic workers 
were found least likely to happen except emergency cases, due to the disparity in their 
socio-economic conditions prior to the departure. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 フィリピンは、メキシコとならぶ現代の海

外出稼ぎ大国として知られる。同国では現在、
人口の 1割にあたる 800 万人が世界の 180 を
超える国・地域で働いている。このような活
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発な海外出稼ぎ現象にともない、フィリピン
人移民を対象とした研究の数も増加した。と
ころが、従来の研究は、フィリピンが 100 以
上の民族集団で構成されているにもかかわ
らず、フィリピン人移民を「フィリピンから
の移民」として単一のイメージで描くにとど
まっていた。 
 
 
２．研究の目的 
 

こうした先行研究の動向を踏まえ、本研究
は、アラブ首長国連邦（以下 UAE）のドバイ
で働く 2つの民族集団の海外出稼ぎの経験と
アイデンティティの再編を比較検討するこ
とを目的とした。2 つの民族集団は、東ビサ
ヤ地方のキリスト教徒とミンダナオ島南西
部のムスリムである。フィリピンでは 1970
年代以降、フィリピン政府軍と少数派のムス
リム中心の武装勢力との間で紛争が続いて
いる。そのような状況のもとで、本研究は、
両民族の出身者がマニラやドバイといった
新たな社会環境で、ムスリムあるいはキリス
ト教徒、さらには他国出身者らとともに働く
という経験をとおして、それぞれの民族、宗
教、階級、女性としてのアイデンティティが
再編される過程を実証的に考察した。 
 
 
３．研究の方法 
 

ライフヒストリーの聞き取り、参与観察、
質問票調査の 3 手法を中心として、UAE（主
にドバイ）とフィリピン（マニラ、ミンダナ
オ南西部、東ビサヤ地方の 3地点）で研究調
査を進めた。研究メンバーは全員、現地語で
のインタビューが可能という資質を備えて
いる。また、それぞれ、これまでに行った長
期フィールド調査をとおして、本研究が事例
として取り上げる民族集団の人々と友好な
関係を築いている。こうした条件から、質的
調査法の柱であるライフヒストリーの聞き
取りや参与観察を積極的に取り入れ、そこか
ら集められたデータを研究成果に生かすこ
とができた。メンバーは毎年約 1ヶ月間、フ
ィリピンやドバイに滞在し、各自調査を進め
た。同時に、マニラでは質問票調査を実施し
た。フィリピン政府は、海外就労者に対し渡
航前セミナーを受講することを義務づけて
いるため、ドバイへ向かう人々のためのセミ
ナー会場で質問票調査を行い、量的データを
収集した。 
 これらの現地調査にくわえて、研究対象者
たちを取り巻く社会経済状況や労働市場に
ついての知識と理解を深めるため、UAE の研
究機関や市民団体の職員、フィリピン大使館
関係者らから説明を受けた。さらに、年 3～4

回、中東諸国における労働市場や移民労働者
問題の専門家ならびに市民団体の代表を招
へいして研究会を開催し、意見交換を行うと
ともに、幅広い文脈で本研究の扱う事象を分
析した。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の結果、ドバイでは職場や公共空間

などにおけるフィリピン人同士の日常的な
交流活動を通じて「フィリピン人」としての
アイデンティティが強まる傾向がみられる
一方、階層や宗教が異なる場合は交流の機会
が限定的であることが明らかとなった。特に、
本国における社会経済的状況に大きな差が
あるムスリムの女性家事労働者とそれ以外
のフィリピン人との間の交流が非常に少な
かった。 
このことにより、フィリピン人移民を「フ

ィリピンからの移民」として単一のイメージ
で捉えられない状況を示した。くわえて、両
国政府や移民保護を訴える市民団体に対し
ても、一国民を単一視するのではなく、階層
や宗教などのいくつかの社会的属性を考慮
に入れて政策を決めなくてはならない点を
指摘した。 
さらに、フィリピン人と他の国籍の外国人

労働者との交流は全体としては少ないが、建
設労働者や家事労働者などの間では連帯す
る意識もみられ、宗教施設や学校を通じた交
流の空間も存在していることも浮き彫りに
なった。したがって、在 UAE の外国人は、同
国の非定住型外国人受け入れ政策のために
国籍によって所属意識と社会活動が分断さ
れているとはいえず、宗教や階層などの別の
基軸を中心に新たなアイデンティティ意識
が芽生える場になっている点についても示
唆した。 
 以上の成果を湾岸研究国際学会（英国エク
セタ大学）で発表したところ、フィリピン語
やアラビア語を駆使し、湾岸の最も積極的な
受け入れ国（UAE）においてアジアの最も積
極的な送り出し国（フィリピン）からの労働
者の生きる空間を、階層や宗教といった差異
を考慮しながら、本人たちの主体性も視野に
入れて描いた貴重な研究であるとして国外
の湾岸地域研究者から高い評価を得た。さら
に、3 年間の研究成果を当事者らも含めた国
際社会全体に向けて公表することを目的に、
2011年3月に本研究課題の研究対象国である
UAE の首都アブダビにて国際ワークショップ
を開催し、同国在住の中東、インド、フィリ
ピン出身の研究者、政府関係者、フィリピン
人団体代表者の前で発表し評価を受けたと
ともに、今後の研究課題を討論した。 
 本ワークショップの研究発表ならびに討



 

 

論の内容や他の参加者からの寄稿文は「ドバ
イ移民社会研究会調査研究報告書」として
2011 年 3 月に出版した。 
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